
「オニはそとっ！」「オニはそとっ！」
　第二保育園では２月３日、節分の　第二保育園では２月３日、節分の
豆まきを行いました。豆まきを行いました。
　ホールに突然現れたオニに向かっ　ホールに突然現れたオニに向かっ
て、園児たちは元気よく声を張り上て、園児たちは元気よく声を張り上
げ「オニはそとっ！福はうちっ！」げ「オニはそとっ！福はうちっ！」
と豆を投げ、ていました。と豆を投げ、ていました。

主な内容主な内容
■第56回昭和村成人式■第56回昭和村成人式 ………… …………P２P２
■お知らせ■お知らせ……………………………………………………P４P４
■ニュースフラッシュ■ニュースフラッシュ…………………………P６P６
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式
典
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
華

や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
72
人
中

56
人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
ま
ず
、堤
村
長
が
「
自

分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
他
人
を
思
い
や
り
広
く
社

会
や
世
界
に
も
目
を
向
け
、
情
熱

を
持
っ
て
若
い
力
を
大
い
に
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

　

青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
星
野

拓
馬
さ
ん
と
小
野
愛
美
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
新
成
人
を
代
表
し
て
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
催
さ
れ
た
茶
話
会
で

は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
友
人
や
恩
師

と
の
懐
か
し
い
再
会
を
喜
び
、
笑

顔
を
見
せ
な
が
ら
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
56
回
昭
和
村
成
人
式
が
１

月
12
日
、
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新成人を紹介（敬称略）

▶永井下……藤井若菜　▶永井上…

諸田裕紀　▶入原上…倉沢隆太、堤

孔盟、諸田竜也、諸田雄介、松谷奈々

▶入原下…堤衆、堤崇哉、諸田彩衣

▶根岸…小林隼也、大木美佳、角田

祐衣、中川裕稀　▶鎌沢…向田隆浩、

澤浦志帆　▶森下中…青木真結、稲

垣素美、真下春香、真下麦穂　▶森

下下…石井竣、小野僚大、関上真唯、

真下香奈、諸田悠、綿貫由里▶入沢

…飯塚勇太、飯塚貴啓　▶三ツ谷…

大野樹里、吉澤瑞紀　▶橡久保南

部…阿部祐季　▶吹張…菅原裕文、

竹之内萌　▶宿…伊藤裕、遠藤拓朗、

及川健斗、大上幸祐、小野愛美　

▶常木…加藤義成、塚本恭平、平松

聡司　▶滝寺…川田有紀菜　▶上内

出…髙塩達也、戸部洋、平野春香　

▶大堀…吉野駿一　▶滝久保…石井

竜弥、反町和馬、竹澤梨那　▶池原

…勝見翼　▶生越…遠峯光男、星野

真哉、林さより　▶中野下…佐藤譜

美香、吉澤千智　▶中野上…江田一

樹、中村裕希　▶大河原…角田聖太、

星野拓馬、林佳奈、小山光加　▶追

分…西巻祐希、久保田未来、牧野沙

樹　▶赤谷…戸田一樹、尾池結花　

▶赤城原第一…金田知弥　▶赤城原

第二…七五三木浄美　▶松ノ木平第

一…小池翔太、瀬下陽巳　▶松ノ木

平第二…小林光、古澤陽介

スーツとはかま姿もきまってるね

華やかな振り袖に身を包む新成人 輝かしい未来に万歳！

成人式運営委員の皆さん

第
56
回
昭
和
村
成
人
式

成人式を企画・運営成人式を企画・運営
　今回の成人式を企画した成人式
運営委員。会議を重ねた手作りの
成人式で会場を盛り上げました。
▶同委員の皆さん（敬称略）…諸田
裕紀、倉沢隆太、諸田竜也、堤
衆、星野真哉、角田聖太、星野拓
馬、松谷奈々、諸田彩衣、大木美
佳、綿貫由里、大野樹里、小野愛美、
尾池結花、瀬下陽巳
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青春メッセージ（抜粋）

星野　拓馬さん
（大河原）

盛り上がったビンゴゲーム みんなでピース！ 司会の倉沢さん（左）と綿貫さん（右）

　

私
た
ち
が
こ
う
し
て
成
人
で

き
た
の
は
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
中

学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
先
生
方
、

そ
の
他
に
も
私
た
ち
が
関
わ
っ

た
多
く
の
皆
さ
ま
の
支
え
に
よ

り
、
人
生
の
晴
れ
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

成
人
し
た
こ
と
で
得
る
も
の

は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は

自
由
だ
と
思
い
ま
す
。
何
を
す

る
に
も
決
め
る
に
も
私
た
ち
の

自
由
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
代

償
と
し
て
責
任
が
伴
う
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
20
年
間
培
っ
た
こ
と
を
活

か
し
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が

誇
り
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
中
に
は
社
会
人
に

な
り
、
日
本
経
済
を
担
う
社
会

の
一
員
に
な
っ
て
い
る
人
、
学

生
と
し
て
様
々
な
知
識
を
得
て

人
生
経
験
を
積
み
、
社
会
に
出

る
た
め
に
勉
学
に
励
ん
で
い
る

人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
か
ら
の

自
分
を
創
り
上
げ
て
い
る
、
ま

た
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
る
最
中
だ
と
思
い
ま
す
。

成
人
と
し
て
誇
り
あ
る
行
動
を

　

私
た
ち
も
大
人
の
仲
間
入
り

を
い
た
し
ま
す
が
、選
挙
権
が

得
ら
れ
た
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な

行
動
に
法
律
が
関
係
し
て
き
た

り
と
、身
近
な
こ
と
に
責
任
を

感
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
り
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、自
分
の
行

動
に
自
覚
を
持
ち
、社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
の
立
派
な
大
人
に
な
れ

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、時
に
は
私
た

ち
を
導
い
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　

私
た
ち
は
皆
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
き
、無
事
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、一
人
の
大
人
と

し
て
今
ま
で
以
上
に
様
々
な
困

難
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、皆
さ
ん
が
ど
ん
な
と
き

で
も
自
分
の
信
じ
た
道
を
進
め

る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。小野　愛美さん

（宿）

ど
ん
な
時
で
も

 

自
分
の
信
じ
た
道
を
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第４回「やさい王国昭和村」第４回「やさい王国昭和村」
 フォトコンテストにご応募ください フォトコンテストにご応募ください

　昭和村が平成21年10月に「日本で最も美しい村」連合に加盟したことを記念して開催する、第４回目の写真コ
ンテストの締め切りが間近となりました。ぜひ、みなさんのとっておきの昭和村の風景をご応募ください。

１　テーマ
　　四季折々の「風景、景観、祭、農産業」等の情景
２　撮影エリア
　　昭和村全域
３　撮影対象
　　四季折々の自然景観、史跡、文化財、伝統芸能、祭、農業等を題材とした村のＰＲにふさわしい写真
４　部門
　　一般の部門・ポスターの部門（縦長サイズ限定）・ジュニアの部門（中学生以下）
５　入賞
　　一般の部門：グランプリ１点（100,000円）、準グランプリ３点、特選３点、特別賞数点
　　ポスターの部門： 群馬県知事賞１点、横浜市長賞１点、横浜市会議長賞１点、群馬県観光物産国際協会理事長

賞１点、ＮＨＫ前橋放送局長賞１点
　　ジュニアの部門： グランプリ１点、準グランプリ３点、特選３点、特別賞数点
６　募集期間　
　　２月28日（金）まで　※応募規定など詳しくはお問い合わせください
８　問い合わせ
　　「やさい王国昭和村」フォトコンテスト実行委員会事務局　昭和村役場企画課広報統計係
　　☎０２７８－２４－５１１１（内線140）まで

　フォトコンテストの入賞作品の活用・審査委員会、実行委員会の活動を紹介します。

横浜市庁舎（６月）

入所作品展示

横浜市中央図書館

（11月６日　　
      

　～12月９日）

入賞作品展示

視察研修会

（10月21日）

長野県高山村長

（写真左）

　群馬県では、県内在住の65歳以上高齢者の希望者
に「ぐんまちょい得シニアパスポート（ぐーちょき
シニアパスポート）」を配布しています。協賛店で提
示すると、割引などの特典サービスが受けられます。
■目的
　 　高齢者が積極的に外出し、地域との交流や自身
の健康維持につなげていただくことを目的に群馬
県で実施しています。
■利用対象者
　　群馬県内に在住する65歳以上の人
■配布方法
　 　昭和村役場保健福祉課福祉係で配布していま
す。配布を希望される方は、保険証、運転免許証な
ど、氏名、住所、生年月日が確認できるものをお持
ちください。代理の方でも配布できます。

■特典内容
　 　各協賛店により異なりますので、群馬県ホーム
ページをご覧ください。

■利用方法
　　パスポートを各協賛店にてご提示ください。

■問い合わせ　役場保健福祉課　福祉係
　☎０２７８－２４－５１１１（内線131）

ぐんまちょい得シニアパスポートについて

ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得

シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
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お せ知 ら

国民健康保険からのお知らせ

70歳から74歳までの人へ

お医者さんにかかるときの自己負担割合が変わります。

　平成26年４月から、あらたに70歳になる人で所得区分が現役並み所得者（※）以外の人の自己負担割合が２割に変
更になります。
　ただし、既に70歳になっている人の自己負担割合は１割から２割に変更される予定でしたが、引き続き１割に据
え置きとなります。
　なお、現役並み所得者（※）の自己負担割合は３割のままで変更ありません。

高齢受給者証は郵送します。

　「高齢受給者証」には、所得に応じた医療費の自己負担割合が記載されています。お医者さんにかかるときは、必ず
保険証と高齢受給者証を一緒に提示してください。

● 高齢受給者証を既にお持ちの人で、一部負担金の割合が「２割（ただし、平成26年 3月31日までは１割）」となっ
ている人には、平成26年３月末に新しい受給者証を郵送しますので、４月からお使いください。
● 平成26年４月２日以降に70歳になる人は、誕生月の月末（１日生まれの人は誕生月の前月末）に新しい受給者証を
郵送しますので、翌月からお使いください。
● ３割負担の受給者証をお持ちの人は変更ありませんので、そのままお使いください。
● 高齢受給者証は、後期高齢者医療制度へ移行する人を除き、毎年７月31日に有効期限が切れます。８月からは、前
年の所得に基づいて自己負担割合を判定した、新しい受給者証に一斉更新となります。（毎年７月末に郵送いたし
ます。）

一般の人の自己負担限度額は据え置きとなります。

　70歳から74歳までの人の、１か月の医療費が高額になったときは、入院・外来ともに所得区分によって決められ
た自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
　所得区分が「一般」の人は、自己負担限度額が引き上げられる予定でしたが、平成26年４月からも引き続き同じ自
己負担限度額となります。

■問い合わせ 保健福祉課保険係　☎２４－５１１１（内線１３３）

お医者さんにかかるときの
自己負担割合が

１割のままです

お医者さんにかかるときの
自己負担割合が

２割になります

お医者さんにかかるときの
自己負担割合は

３割です

70歳から74歳までの人の自己負担割合（平成26年4月から）

昭和19年
４月１日以前
生まれの人

昭和19年
４月２日以降
生まれの人

現役並み所得者（※）

70歳の誕生日の翌月
（１日生まれの人はその月）から

※「現役並み所得者」とは、同一世帯に、住民税課税所得が145万円以上の70歳から74歳までの国保被保険者がいる人です。
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１
月

村の飛躍を願い万歳三唱

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
取
締
役
副

社
長
の
橋
元
健
た
け
し

氏
を
講
師
に

招
き
、「
新
春
講
演
会
」
が
１
月

13
日
、
役
場
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
村
議
会
議
員

や
農
業
委
員
、
村
職
員
な
ど
お

よ
そ
60
人
が
参
加
。

橋
元
氏
は
「
製
造
業
及
び
キ

ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く

世
界
の
情
勢
と
日
本
の
情
勢
」

と
題
し
て
、
日
本
の
物
づ
く
り

の
歴
史
や
「
出
来
な
い
こ
と
を

考
え
、
そ
れ
を
出
来
る
よ
う
に

す
る
努
力
が
大
切
」
と
、
自
身

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
な
ど
を
踏

ま
え
、
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱

　

橋
元
副
社
長
が
講
演講演を行う橋元副社長

地
域
防
災
の
要
・
消
防
団
が
出
初
式

昭
和
村
消
防
団（
竹
之
内
信
一
団
長
）で
は
１

月
11
日
、
多
目
的
屋
内
運
動
場
で
出
初
式
を
行

い
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
団
員

や
来
賓
、
お
よ
そ
130
人
が
出
席
。

新
年
の
あ
い
さ
つ
で
堤
村
長
は
「
昨
年
は
全

国
各
地
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨

や
竜
巻
、
突
風
な
ど
に
よ
り
、
か
け
が
え
の
な

い
命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
大
規

模
化
す
る
災
害
の
危
険
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

お
り
、
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
性
を
増
し
て
い

ま
す
。
本
村
の
消
防
は
地
域
に
密
着
し
た
活
動

が
展
開
さ
れ
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

激励を受け一年の決意を新たにする消防団員

安
心
・
安
全
な
村
を
目
指
し
新
年
を
祝
う

村
主
催
に
よ
る
新
年
を
祝
う
賀
詞
交
歓
会
が

１
月
13
日
、行
政
関
係
者
や
村
内
企
業
関
係
者
、

村
ふ
る
さ
と
大
使
ら
お
よ
そ
200
人
を
招
き
、
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
堤
村
長
は
「
昨
年
は
全

国
各
地
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
村

で
は
、
防
災
に
対
す
る
備
え
を
強
化
し
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
村
、
村
外
の
人
が
住
み
た
い
と
思
え

る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

式
典
で
は
、
村
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
多

額
の
寄
附
を
さ
れ
た
、
村
ふ
る
さ
と
大
使
の
荒

井
宏
二
さ
ん（
東
京
都
）に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
ほ
か
、
生
越
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
事
な

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状を受け取る荒井さん

て
お
り
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
」
と
式
辞
。

次
に
、
竹
之
内
消
防
団
長
が
「
一
件
で
も
多

く
の
火
災
を
減
ら
す
た
め
予
防
消
防
に
努
め
、

災
害
へ
の
準
備
・
訓
練
を
お
こ
た
ら
ず
、
消
防

団
員
が
一
致
団
結
し
、
今
後
も
ま
す
ま
す
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の
激
励
の
言
葉

を
受
け
、団
員
た
ち
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、

今
年
一
年
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
各
分
団
で
は
火
防
周
り
や
消
防

施
設
の
点
検
清
掃
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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村
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
１
月
24
日
、
27
日
、

30
日
の
三
日
間
、
学
校
給
食
の
試
食
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
１
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
「
全
国

学
校
給
食
週
間
」
に
あ
わ
せ
、
地
域
の
人
た
ち

に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
試
食
し
て
も
ら
う

 

優
秀
賞 

▼
東
小
…
斉
藤
琉
楼
、
横
坂
将
大　

▼
南
小
…
真
下
美
優
、
池
田
未
咲
、
唐
澤
颯
士
、

保
坂
駿
介　

▼
大
河
原
小
…
星
野
杏
、
原
若
菜

▼
昭
和
中
…
加
藤
玲
那
、
星
野
未
来
、
諸
田
尚

也
、
綿
貫
彬
彦

 

佳
作 

▼
東
小
…
高
橋
怜
花
、
鈴
木
翔
也
、
斉

藤
正
真
、
星
祥
太　

▼
南
小
…
根
岸
凛
太
朗
、

青
木
愛
佳
、
堤
あ
や
か
、
新
木
那
茅
、
谷
川
皓

哉
、
兵
藤
月
花
、
堤
美
侑
帆
、
生
津
栞　

▼
大

河
原
小
…
高
橋
快
斗
、
阿
部
峻
介
、
星
野
智
祐
、

桒
原
拓
真　

▼
昭
和
中
…
加
藤
竣
也
、
大
島
涼

菜
、
倉
澤
美
柚
、
高
橋
萌
、
岡
田
航
、
金
井
愛

美
、
竹
吉
茜

学
校
給
食
に
理
解
と
関
心
を

給食を味わう参加者

大
切
な
家
族
へ
の
想
い
を
作
文
で
伝
え
る

第
32
回
「
わ
た
し
と
家
族
」
作
文
発
表
会
が

１
月
25
日
、
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
村
内
各
小
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
636
作
品
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀

作
文
12
人
、
佳
作
23
人
の
児
童
生
徒
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、家
族
へ
の
花
束
の
贈
呈
、

優
秀
作
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
文
の
表
彰
を
受
け
た
12
人
の
児
童
生

徒
は
壇
上
で
家
族
を
隣
に
、
大
切
な
家
族
へ
の

日
ご
ろ
の
想
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
綴
っ
た
作

文
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

表彰された35人の児童・生徒と家族の皆さん

村
保
健
福
祉
課
で
は
地
域
自

殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
の
一
環

と
し
て
、
12
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
村
内
４
か
所
で
楽
し
い
生

き
方
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
に
は
、
４
日
間
で
105
人

が
参
加
。
講
師
に
チ
ャ
イ
ル
ド

ハ
ウ
ス
ゆ
う
ゆ
う
施
設
長
の
今

井
寿
美
枝
さ
ん
を
招
き
、
う
つ

病
の
人
と
の
向
き
合
い
方
や
気

持
ち
が
楽
に
な
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
井
さ
ん
は
「
笑
う
こ
と
は

と
て
も
大
切
。
皆
さ
ん
の
元
気

が
周
り
の
人
や
家
族
の
元
気
に

繋
が
り
ま
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

楽
し
い
生
き
方
講
座
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催

歌って笑って元気になろう

給食の説明をする根岸栄養士

こ
と
で
、
学
校
給
食
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
う
ら
お
う
と
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

参
加
者
は
一
食
分
の
給
食
費
260
円
を
支
払
い
、

普
段
中
学
生
が
食
べ
て
い
る
給
食
を
試
食
。
三

日
間
で
延
べ
69
人
が
訪
れ
、
普
段
食
べ
る
機
会

の
な
い
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
根
岸
栄
養
士
が
同

セ
ン
タ
ー
の
歴
史
や
学
校
給
食
の
現
状
な
ど
を

紹
介
し
「
衛
生
面
や
旬
の
地
元
食
材
を
な
る
べ

く
使
う
よ
う
に
心
が
け
、
工
夫
を
し
な
が
ら

作
っ
て
い
ま
す
。
試
食
会
を
機
に
給
食
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

おにがでた！
木村 裕一 （著） 
偕成社

赤ずきんと新しい狼のいる世界
浜田寿美男・奈良女子大学
子ども学プロジェクト

洋泉社

愛にはじまる
金澤 泰子 （著） 
ビジネス社

小さいおうち
中島 京子 （著） 
文藝春秋

　昭和初期東京、戦争の影
濃くなる中での家庭の風景
や人々の心情。ある女中回
想録に秘めた思いと意外な
結末が胸を衝く、直木賞受
賞作。

きみはいい子
中脇 初枝 （著） 
ポプラ社

堤
つつみ

　　久
く

二
に

男
お

さん（80歳）
 ・　　 　
　　　知

とも

　 子
こ

さん（77歳）
（昭和39年２月７日入籍）

「
二
人
で
毎
日
を
大
切
に
」

　

｢

長
い
よ
う
で
も
気
付
け

ば
あ
っ
と
い
う
間
の
50
年
」

そ
う
振
り
返
る
の
は
堤
久

二
男
さ
ん
・
知
子
さ
ん
ご
夫

婦
。「
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た

け
れ
ど
、
今
は
二
人
元
気
で

50
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が

幸
せ
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

久
二
男
さ
ん
は
昭
和
35
年

か
ら
久
呂
保
農
協
に
31
年
間

勤
務
さ
れ
、
現
在
は
退
職
。

知
子
さ
ん
は
ご
実
家
の
堤
商

店
で
働
き
、
今
も
夏
場
の

１
ヶ
月
間
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
荷
造
り
な
ど
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た

「
当
時
こ
の
辺
り
は
あ
ぜ
道

や
畑
ば
っ
か
り
だ
っ
た
け
れ

ど
、
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し

て
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
便

利
な
世
の
中
に
な
っ
た
」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

久
二
男
さ
ん
の
趣
味
は
写

真
と
囲
碁
。「
昭
和
村
に
は

綺
麗
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
毎
日
散
歩
を
し
て
い
る

け
ど
、
秋
に
は
カ
メ
ラ
を
片

手
に
出
か
け
て
た
く
さ
ん
写

真
を
撮
っ
て
い
る
よ
」と
ニ
ッ

コ
リ
。
知
子
さ
ん
は
花
を
育

て
る
こ
と
。
ま
た
、
お
二
人

の
共
通
の
趣
味
は
日
記
を
書

く
こ
と
で
「
お
互
い
ペ
ン
を

持
た
な
い
日
は
な
い
。
ど
ん

な
事
が
あ
っ
た
の
か
思
い
出

せ
る
し
日
記
を
書
く
の
は
楽

し
い
」
と
微
笑
み
ま
す
。

　

円
満
の
秘
け
つ
を
尋
ね
る

と
「
喧
嘩
に
な
っ
て
も
お
互

い
に
言
い
た
い
事
を
言
い
合

う
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は

「
健
康
に
気
を
付
け
て
、
毎

日
を
大
切
に
し
て
一
生
懸
命

生
き
て
い
け
た
ら
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 入 原 上
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ふるさと昭和ふるさと昭和   ～歴史を訪ねて～～歴史を訪ねて～

「
マ
イ
ブ
ー
ム
」

　

社
会
人
に
な
り
早
２
年
。
よ
う
や
く
近
頃
は
仕
事
に
も
慣
れ
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
運
動
が
好
き
で
、
健
康
の
た
め
に
何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
ず
、
最
近
は
体
の

な
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
同
僚
に
ヨ
ガ
の
１
日
体
験
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
延
長
と
い
う
感
じ
で
あ
ま
り
き
つ

い
イ
メ
ー
ジ
が
無
く
、
余
裕
す
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

想
像
以
上
に
き
つ
く
10
分
も
す
る
と
汗
を
か
き
、
終
わ
る
頃
に
は

と
て
も
心
地
の
良
い
疲
労
感
で
し
た
。
そ
れ
以
来
毎
週
楽
し
く
ヨ

ガ
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ガ
は
と
て
も
奥
が
深
く
、
柔
軟
性

が
あ
る
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
幅
広
い
年
代
の
人
が
無
理
せ
ず
長
く

取
り
組
め
る
運
動
で
と
っ
て
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
呼
吸
法
も
上
手
く
出
来
な
い
し
、
柔
軟
性
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ぺ
ー
ス
に
続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
年
私
は
24
歳
の
年
女
。
心
と
身
体
の
歪
み
を
と
り
、
綺
麗
な
女

性
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
涌
井　

杏
奈
さ
ん（
24
歳
・
追
分
）で
す
。

堤
つつみ

　梨
り

紗
さ

さん

（24歳・森下中）

次回登場者紹介

中学・高校の同級生です。

またご飯行こうね！

第15回

昭
和
村
の
誕
生

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫

　

昭
和
村
は
、
久
呂
保
村
と
糸
之

瀬
村
が
面
積
、
人
口
、
財
政
規
模

等
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況
の
中
に

あ
っ
て
、
町
村
合
併
促
進
法
に
基

づ
き
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日

に
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六

年
八
月
一
日
利
根
村
の
大
字
生
越

を
境
界
変
更
に
よ
り
吸
収
合
併
し
、

今
日
の
昭
和
村
が
あ
り
ま
す
。

　

村
誌
久
呂
保
、
糸
之
瀬
村
誌
を

ひ
も
と
い
て
見
る
と
、
合
併
は
簡

単
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
詳
し
く
は
後
ほ
ど
述

べ
る
と
し
て
、
我
が
国
の
合
併
の

歴
史
は
、
三
百
戸
か
ら
五
百
戸
を

標
準
と
し
て
行
っ
た
明
治
の
大
合

併
。
こ
の
結
果
、
町
村
数
が
五
分

の
一
に
減
少
。
昭
和
二
十
八
年
の

町
村
合
併
促
進
法
に
よ
る
昭
和
の

大
合
併
は
、
人
口
約
八
千
人
を
標

準
と
し
て
、町
村
合
併
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
約
三
分
の
一
に
減
少

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
比
べ
て
、

平
成
の
大
合
併
は
、
地
方
分
権
を

踏
ま
え
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

市
町
村
が
自
由
的
に
議
論
し
推
進

す
る
こ
と
と
し
、
以
前
に
比
べ
具

体
性
に
欠
け
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
昭
和
村
は
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
村
誌
に
よ
れ
ば
、
久
呂
保
は

当
初
、
対
岸
の
利
南
村
下
沼
須
、

新
橋
、
川
田
村
屋
形
原
、
岩
本
と

の
合
併
を
計
画
し
て
い
た
様
で
す
。

糸
之
瀬
も
久
呂
保
、
利
南
村
、
赤

城
根
村
生
越
、
二
本
松
、
多
那
と

の
合
併
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

群
馬
県
の
試
案
は
、
糸
之
瀬
、
久

呂
保
の
二
ヶ
村
合
併
で
し
た
。
し

か
し
二
ケ
村
の
合
併
は
、
従
来
の

経
験
か
ら
好
ま
し
く
な
い
、
こ
の

際
三
ヶ
村
の
合
併
が
望
ま
し
い
と

言
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
両
村

で
は
慎
重
審
議
検
討
し
、
他
町
村

の
動
向
も
考
慮
し
た
結
果
、
赤
城

根
の
合
併
は
見
送
ら
れ
県
が
示
し

た
糸
之
瀬
、
久
呂
保
二
ケ
村
の
合

併
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
紆う

余よ

曲
き
ょ
く

折せ
つ

は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
生
越
が
編
入
し
県
が
試
案

し
た
内
容
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ

り
ま
す
。
本
村
は
構
造
改
善
は
勿

論
、公
共
事
業
の
整
備
を
は
じ
め
、

下
水
事
業
に
至
る
ま
で
整
備
し
、

自
主
自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
郷
土
を
愛
し
、
誇
り

を
持
っ
て
、
新
し
い
昭
和
村
の
歴

史
や
文
化
を
創
生
し
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。
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　生越住民センターでは、生越ツ

バメの会の皆さんが毎週月曜日の

午後１時30分から、らくらく筋

トレ体操を行っています。

　生越ツバメの会は、生越地区の

皆さんが集まり１月に立ち上げた

ばかりのサロン。この日は13人

が参加し、筋トレ体操でさわやか

な汗を流しました。また、トレー

ニングの後にはお茶飲みで楽しい

ひとときを過ごしました。

らくらく筋トレ体操で筋力アップ

　赤城高原農業観光協会(後藤

忠彦会長)では１月５日、道の駅

「あぐりーむ昭和」隣のいちご農

園かめハウスで「いちごあんぴ

ん大福村」を開催しました。

　同観光協会では、果実が旬を

迎える時期にあわせて「あんぴ

ん大福村」を開催。このイベン

トは、１
イチ

・５
ゴ

の日にちなんで毎

年行われているものです。

　この日は、フォトコンテスト

の撮影会とも連携し、県内各地

からカメラマンも参加。餅つき

や「あんぴん」づくり体験など、

新春の味覚を楽しみました。 子どもたちも餅つきに参加

　村内三保育園では２月３日、豆まきを行いました。

　第二保育園では園児たちがホールに集まり、節分の

歌や紙芝居をみたり、自分の年を数えながら美味しそう

に豆を食べたりしました。

　そこへ、突然赤鬼が登場。怖い鬼を退治しようとする

真剣な園児や泣き出してしまう園児たち。

　ホールには「オニはー、そとっ！　福はー、うちっ！」

と園児たちの元気な声が響き渡り、豆を浴びせられた赤

鬼はたまらず退散していきました。

豆まきで鬼退治！

鬼なんて怖くないぞ！(第二保育園)

　村教育委員会では１月22日、「昭和村いじ

め防止子ども会議」を村公民館大会議室で開

催しました。

　これは、児童生徒の自主的ないじめ防止活

動を支援し、いじめのない学校づくりを推進

することを目的に開催されたもの。

　会議では、各校の代表児童生徒が、それぞ

れ年間をとおして取り組んできた、あいさつ

運動などのいじめ防止活動を発表。発表後、

子どもたちは「自分のこととして考えるよう

になり、いじめに対する意識が高まった」な

ど、活動を振り返っていました。

いじめのない
笑顔あふれる学校に

１・５の日に新春の味覚筋トレ体操で健康に

発表を行う代表児童たち
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　道の駅「あぐりーむ昭和」では１月12日、同道の駅に隣接する

収穫体験農場でどんど焼きを行いました。

　やぐらの周りには各家庭などから持ち寄られたお正月飾りやだ

るまが積まれ、川額八幡宮で宮司を務めている竹内博道さんによ

るご祈祷の後、午後２時に点火。燃え上がる炎とともに白い煙が

勢いよく立ち昇りました。

　当日は、およそ300人が集まり、どんど焼きの火で体を暖めな

がら、今年一年の無病息災を願いました。また、会場ではとん汁

や甘酒などが振る舞われたほか、餅つきも行われました。 勢いよく燃え上がるやぐら

　遍照寺(森下)では２月３日、一年の無病息災を願う

節分行事「昭和元
がん

三
ざん

大師節分会」が行われました。

　今年で３回目となる節分会では、京都・廬山寺で修行

経験のある榎本最紳住職が廬山寺の許可を得て再現した、

３匹の鬼を追い払うことで開運を祈る廬山寺の節分行事

「鬼法楽」(鬼おどり)や大福豆まきなどが行われました。

節分会に訪れたたくさんの人たちは、たいまつなどを手

に、ホラ貝と太鼓の音にあわせて境内を練り歩く３匹の

迫力ある鬼たちが姿に見入っていました。

無病息災願い節分会

　第一保育園では１月28日、お店屋さんごっ

こを実施しました。

　これは、お金に見立てたおはじきを使って、

商品を売ったり、買ったりすることを体験する

もので、毎年行われています。

　お店には、この日のために用意された、さま

ざまな手づくり商品がずらり。

　売り子になった年長組の園児たちが「い

らっしゃいませ！」と元気よく声を上げると、

買い物客になった園児たちは、楽しそうにお

買い物をしていました。

どれにしようか迷っちゃう

お買い物を楽しもう

境内を練り歩く鬼たち

道の駅でどんど焼き
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　村インディアカ協会(綿貫誠治会長)主管の第18回インディア
カ大会が１月25日、社会体育館で行われました。
　インディアカは１チーム４人で行うバレーボールに似た競技。
赤い羽根の付いたインディアカボールを相手コートに打ち合います。
　大会では女子の部に11チーム、混合の部に13チーム、およそ
130人が参加。それぞれが優勝を目指し熱戦を繰り広げました。
大会結果　▶女子の部　優勝：黒糖ポンデリング、準優勝：フレ
ンズです。２、第三位：フレンズです。１　▶混合の部　優勝：
常木Ｄ、準優勝：フレンズ、第三位：八天會其の参

熱戦！インディアカ大会

熱戦を繰り広げる参加者

　村子ども会育成会連合会(石井直樹会長)主催による第
44回上毛かるた大会が１月18日、東小学校体育館で開
催されました。
　大会は小学生低学年・小学生高学年・中学生の各部で、
それぞれ個人戦と団体戦が行われ、村内各地区の代表選
手およそ300人が練習の成果を発揮し競い合いました。
　また大会で優勝した個人・団体の子どもたちは１月26
日、昭和村公民館で開催された郡大会に村代表選手とし
て出場。小学生低学年個人では中村陽加里さん(常木)が
優勝、同団体では三組子ども会が優勝に輝きました。ま
た、小学生高学年個人では阿部野々佳さん(森下中)が優
勝、同団体では三組子ども会が優勝。中学生個人では中
村雄真君(常木)が準優勝、同団体では三組子ども会が見
事優勝を勝ち取りました。
　なお、小学生低学年個人、小学生高学年個人、小学生
低学年団体、小学生高学年団体、中学生団体でそれぞれ
優勝した中村陽加里さん、阿部野々佳さん、三組子ども
会が２月９日に行われた県大会に出場しました。

静かな闘志を燃やして

郡大会で入賞したメンバー

取るか取られるか緊張の個人戦

チームプレーの団体戦

～村子ども会上毛かるた大会結果～ （敬称略）

種目 優勝 準優勝 第三位

個
人
の
部

小学生
低学年

中村陽加里 吉澤　英琉 石坂　梨奈

小学生 阿部野々佳 保坂　駿介 岡田　　晃

中学生 中村　雄真 堤　　優佳 青木　繁和

団
体
の
部

小学生
低学年

三 組 吹 張 宿 田 岸 大 堀

小学生 三　組　Ａ 生 越 吹 張 宿 Ｂ

中学生 三　組　Ａ 入　　　 沢 貝 野 瀬 上
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　村では農作物の鳥獣被害対策として１月から２月にかけて、村
猟友会（加藤年之会長）の会員20人が参加して、カモシカの捕
獲を実施しています。
　村ではカモシカによる農作物被害が年々深刻化していることを
受け、カモシカ保護管理計画を策定。文化庁より許可を受け、村
内全域を対象に捕獲を行っています。
　今回の許可では20頭のカモシカを捕獲できます。また、同会
では今年度中、シカ88頭、イノシシ２頭、ニホンザル８頭、ク
マ３頭を捕獲しました。

カモシカの捕獲を実施

　村剣道部(石井清司部長)主管の第37回村民剣
道大会が１月19日、昭和中学校剣道場で開催さ
れました。
　同部では大会に先立ち、１月13日から18日ま
での６日間、寒稽古を実施し、36人の剣士たち
が参加。大会では、子どもたちがそれぞれ稽古の
成果を競い合い、気迫のこもったかけ声が響き
渡っていました

　村柔道部(兵藤武志部長)では１月13日から18
日までの６日間、寒稽古を実施しました。参加し
たのは保育園児から大人まで31人。
　また、１月19日には第35回柔道大会を開催。
参加した保育園児から中学生までの児童生徒が、
それぞれ寒稽古で鍛えた技の成果を競い合い、白
熱した試合を繰り広げました。

竹刀に気迫を込めて 寒稽古の成果を披露

気迫を込めて打ち合う子どもたち

鍛えた技の応酬

捕獲を実施した村猟友会の皆さん

　　～第37回剣道大会結果～ （敬称略）

種　目 優　勝 準優勝 第三位

無防具の部 山田　蘭生 関上　和真 岡田　茉莉

小 学 生
低学年の部

貝瀬　優太 板橋　亨弥 ー

小 学 生
高学年の部

岡田　　晃 渡辺　　匠 ー

中 学 生
男 子 の 部

岡田　　航 渡辺　訓史
武井　勇希
竹 吉 功 成

中 学 生
女 子 の 部

横坂　由希 加藤　綾乃 ー

　　～第35回柔道大会結果結果～ （敬称略）
種　目 優　勝 準優勝 第三位

幼児の部 新木　照末 新田　　旭 徳江　郁水

小
学
生

低
学
年

男子の部 戸部　美月 遠峯　大裕 新木　与元

女子の部 加藤　莉子 ー ー

高
学
年

男子の部 君田　浩気 熊谷　和浩 竹内　大和

女子の部 横坂　柚花 ー ー

中
学
生

１
年
生

男子の部 髙栁　成広 澤田　竜輔 ー

女子の部 七五三木 茉那 横坂　柊花 保坂　まゆ

２
年
生

男子の部 小室　豪太 堤　　大河 澤浦智之進

女子の部 小方　静流 ー ー
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昭
和
村
文
化
協
会
主
催
の
第
32

回
村
民
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日（
日
）　

午
前

９
時
30
分
〜

■
場
所　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

３
月
７
日（
金
）に

　

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
111

　

行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
委
員

は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有

識
者
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

■
開
設
日　

３
月
７
日（
金
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

公
民
館
研
修
室

■
行
政
相
談
委
員　

後
藤
金
松
さ

ん（
大
河
原
）

下
水
使
用
料

減
免
手
続
き
に
つ
い
て

建
設
課　

内
線
162
・
163

　

下
水
使
用
料
金（
農
業
集
落
排

水
事
業
、
戸
別
浄
化
槽
事
業
）に

つ
い
て
、
住
民
登
録
が
あ
り
な
が

ら
、
不
在
の
方
の
使
用
料
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
世
帯
主
の
方
が
ご

家
族
名
ご
と
に
理
由
を
書
き
、
証

票
書
類（
水
道
、
電
気
料
請
求
、

ア
パ
ー
ト
契
約
書
な
ど
：
コ
ピ
ー

可
）を
添
え
、
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

年
度
単
位
で
の
減
免
と
な
り
ま

す
の
で
継
続
さ
れ
る
方
は
毎
年
手

続
き
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
減
免
要
件
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
申
請
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
消
防
団
員
を
募
集

総
務
課　

内
線
112

　

村
で
は
、
火
災
や
風
水
害
、
地

震
時
に
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域

を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
消
防
団
員
の
身
分　

市
町
村
の

非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
で
す
。

年
額
報
酬
や
災
害
活
動
ま
た
は
訓

練
に
出
動
し
た
時
の
出
動
手
当
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
料
理
教
室
を
開
催

保
健
福
祉
課　

内
線
132

　

村
で
は
、
毎
月
第
１
日
曜
を

「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と
し
、
親
子

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
２
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時

■
対
象
者　

村
内
の
小
学
１
〜
６

年
生
と
そ
の
保
護
者

■
内
容　

ひ
な
祭
り
の
料
理
ほ
か

■
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

第
32
回

　

村
民
芸
能
祭
を
開
催

教
育
委
員
会
事
務
局　

内
線
203

平 成 25 年 分 の 確 定 申 告 の お 知 ら せ
　所得税の確定申告の受付は、２月17日（月）から３月
17日（月）までとなっています。
　期限間近になると大変混雑が予想されます。申告書
はできるだけ早めに提出しましょう。
■受付期間　２月17日（月）～３月17日（月）
　　　　　　※土日祝祭日を除く
■申告会場　沼田税務署
■受付時間　午前９時～午後４時
■納 期 限　①現金納付の場合 ３月17日（月）
 ②振替納税の場合 ４月22日（火）
　昨年確定申告をした方で、税務署から「確定申告の
お知らせ」（ハガキ）が届いている方は、そのハガキと
「昨年の申告書の控え」を持参してください。
　「振替納税」を利用すると指定の預金口座から自動的
に納税されますので、期限に遅れる心配がなく、納税
のために金融機関へ出向く必要がないなど、便利・安
全・確実です。

◎申告相談を実施します
　申告の期間中は、次の会場で、申告書作成のための
相談を行います。
　ぜひ、ご利用ください。
■相談期間　２月17日（月）～３月17日（月）
　　　　　　※土日祝祭日を除く
■相談会場　①沼田税務署
　　　　　　②昭和村役場（２階委員会室）
■相談時間　①沼田税務署 午前９時～午後４時
　　　　　　②昭和村役場 午前９時～午後４時
■問い合わせ　沼田税務署 ☎０２７８－２２－
２１３１（自動音声案内）または役場税務課 ☎０２７８
－２４－５１１１（内線120・121）

太陽光発電を所有されている方へ
　事業用所有の場合、事業収入として申告が必要とな
ります。また、家庭用でお持ち方は雑所得として申告が
必要になります。

※ 事業用で太陽光発電を所有している方は、役場税務課に償却資
産の申告も必要となります。
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し
か
い
つ

し
ら
に
増
え
し
酒
量
を
悔
ゆ
る

気
も
な
く 

今
井　

恭
三
郎

取
り
入
れ
の
最
後
と
な
り
し

葱
を
掘
る
夜
毎
の
霜
に
う
ま

味
増
し
し
ぞ 

板
橋　

き
み
江

入
る
だ
け
入
れ
て
行
け
ば
と

上
京
の
娘
に
野
菜
を
ど
っ
さ

り
持
た
す 

阿
部　

ト
シ
子

厳
か
に
砂
利
踏
み
し
め
て
神

秘
な
る
伊
勢
の
神
宮
に
こ
ぞ

り
て
伏
す
る 

林　

千
恵
美

一
年
を
経
て
な
ほ
隣
に
居
る

気
配
「
ワ
ン
」
と
呼
ぶ
声
耳

に
残
れ
り 

和
田　

ひ
と
み

昼
さ
が
り
嶺
々
の
雪
陽
に
映

え
て
谷
川
岳
は
よ
り
白
く
見

ゆ 

藤
井　

君
枝

畝
毎
に
張
ら
れ
し
ビ
ニ
ー
ル

白
さ
増
し
夕
日
に
畑
の
其
所

の
み
明
し 

諸
田　

義
幸

賀
状
の
馬
の
大
き
な
一
文
字

胸
に
沁
み
生
き
ゆ
く
気
力
を

わ
れ
は
貰
ひ
ぬ 

星
野　

利
子

短

歌

■
参
加
費　

大
人
350
円
、
子
ど
も

250
円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

■
募
集
人
数　

15
組

■
そ
の
他　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
・
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

２
月
21
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

保

健
福
祉
課
健
康
係

新
春
し
ょ
う
わ
寄
席

　
　
　
　
　
　

を
開
催

教
育
委
員
会
事
務
局　

内
線
203

　

公
民
館
主
催
の
新
春
し
ょ
う
わ

寄
席
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
23
日（
日
）午
後
２

時
開
演

■
場
所　

昭
和
村
公
民
館

■
出
演　

落
語　

鈴
々
舎
風
車　

紙
切
り　

林
家
楽
一

△

１月号のクイズの答えは、「馬年」でした。
当選者は次のとおりです（敬称略）。おめで
とうございます。

★石　井　　　仁（８歳）宮　貝　戸

　第56回昭和村成人式が１月12日、
村公民館多目的ホールで行われました。
　式典では、華やかな衣装に身を包
んだ新成人の皆さんが級友との再会
に笑顔を弾ませていました。
　それでは問題です。今年、成人を
迎えたのは全員で「○○人」だった
でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝３月５日（水）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
３月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

見
当
識
障
害
は
、
記
憶
障
害

と
並
ん
で
早
く
か
ら
現
れ
る
障

害
で
す
。
例
え
ば
、
時
間
の
見

当
識
が
薄
れ
る
と
長
時
間
待
っ

た
り
、
時
間
に
合
わ
せ
て
準
備

す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
前
日
に
、
何
時
に
医
者
に

行
く
と
知
ら
せ
て
お
い
て
も
準

備
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
少
し
進
む
と
①
何
回
も

「
今
日
は
何
日
か
」と
質
問
す
る

②
季
節
感
の
な
い
服
を
着
る　

③
自
分
の
年
が
分
か
ら
な
い
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
最
初
の
う

認
知
症
⑤

〜
見
当
識
障
害
〜

ち
は
方
向
感
覚
が
薄
ら
い
で
も
、

周
囲
の
景
色
を
ヒ
ン
ト
に
道
を

間
違
え
な
い
で
歩
く
事
が
出
来

ま
す
が
、
暗
く
て
ヒ
ン
ト
が
な

く
な
る
と
迷
子
に
な
り
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
近
所
で
迷
子
に

な
っ
た
り
、
夜
自
宅
の
ト
イ
レ

の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

過
去
に
覚
え
た
記
憶
を
失
う

よ
う
に
な
る
と
80
歳
の
人
が
30

代
以
降
の
記
憶
が
薄
れ
て
、
自

分
の
娘
を
お
ば
さ
ん
と
呼
ん
だ

り
、
亡
く
な
っ
た
母
親
が
心
配

す
る
か
ら
と
遠
く
離
れ
た
実
家

に
歩
い
て
帰
ろ
う
と
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

平
成
26
年
度

自
衛
官
等
採
用
試
験
を
実
施

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　

平
成
26
年
度
の
各
種
自
衛
官
等

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

 

幹
部
候
補
生 

▼
受
験
資
格　

①
一
般　

22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
人（
22
歳
未
満
の

人
は
大
卒（
見
込
含
む
））、
②
一

般
院
卒　

修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
む
）で
20
歳
以
上
28
歳
未

満
の
人
、
③
歯
科
・
薬
剤
科　

詳

細
に
つ
い
て
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日（
土
）〜

４
月
25
日（
金
）

 

予
備
自
衛
官
補 

▼
受
験
資
格　

①
一
般　

18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
人
、
②
技
能　

18

歳
以
上
で
国
家
資
格
免
許
等
を
有

す
る
人（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満

▼
募　

集

〜
55
歳
未
満
の
人
）

▼
受
付
期
間　

１
月
８
日（
水
）〜

４
月
２
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
３

－

４
１
１
１

利
根
沼
田
職
業
訓
練
校

 

26
年
度
訓
練
生
募
集

◆
利
根
沼
田
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

　

働
き
な
が
ら
必
要
な
知
識
や
技

能
・
資
格
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

修
了
時
の
技
能
照
査
試
験
に
合

格
す
る
と
、
技
能
士
補
と
な
り
、

二
級
技
能
検
定
を
受
検
す
る
場
合
、

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
科
目　

木
造
建
築
科（
３
年
）

▼
入
校
資
格　

中
卒
者
以
上
、
定

年
退
職
者
、
中
高
年
齢
者

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日（
月
）

▼
受
付
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
の

午
前
中
、
土
曜
日
は
終
日

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
地
区

高
等
職
業
訓
練
校　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

４
９
０
４

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

◆
沼
田
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能

強
化
事
業
の
一
環
と
し
て
「
宙そ
ら

を

み
て
命
を
想
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
」
に
長
年
従
事

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
内
藤
い
づ
み
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
た
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
」
に

つ
い
て
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に

そ
の
現
状
を
知
り
、
学
び
、
考
え

る
機
会
を
提
案
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
22
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

デ
ィ
ラ
ン（
沼
田
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

沼
田
病
院
地
域

医
療
連
携
室　

☎
０
２
７
８

－

２

３

－

３
９
７
２

安
全
な
住
ま
い
づ
く
り

 

講
演
会
を
開
催

◆
群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
住
宅
課

▼
日
時　

３
月
20
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜

▼
講
演
テ
ー
マ　

あ
な
た
と
家
族

を
守
る　

建
物
と
心
の
耐
震
対
策

▼
講
師　

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

　

所
長　

山
村
武
彦
氏　

▼
場
所　

群
馬
会
館
２
階
ホ
ー
ル

（
前
橋
市
大
手
町
２
丁
目
１

－

１
）

※
駐
車
場
は
群
馬
県
庁
県
民
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
記
載
の

う
え
、
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

群
馬
県
県
土
整

備
部
建
築
住
宅
課
企
画
指
導
係

（
〒
３
７
１

－

８
５
７
０　

前
橋

件数

事故原因者別
内単独
事故

高齢者
村内者 村外者 不明

人身事故 21 14 7 0 5 6

物件事故 115 47 60 8 51 27

合計 136 61 67 8 56 33

※「高齢者」欄は高齢者が関係した事故です。

※事故原因者は、村内居住者の割合が村外者を下回りました。

　 単独事故が多数ありましたので、引き続き安全運転をお願いし

ます。

地区別
発生件数

地　　　区　　　別

赤城原 糸井 生越 貝野瀬 川額 橡久保 森下
高速
道路

人身事故 4 6 0 3 1 1 6 6

物件事故 8 53 0 8 18 1 27 55

計 12 59 0 11 19 2 33 61

※ 村内では昨年交通死亡事故の発生はありませんでしたが、他の
市町村で年末に多発しました。本年は、交通死亡事故が１月23
日早朝、橡久保地内の森下で発生しました。
※ 冬季に入り、道路の積雪や凍結で交通事故が懸念されます。慣
れていても注意願います。
※ 参考　高速道路上で「鹿」とぶつかる事故が４件ほどありまし
たので一般道路も気を付けてください。

◎平成25年中の昭和村内の交通事故発生状況◎

▼
お
知
ら
せ
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：３月７日（金）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：３月５日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

わが村の人口
人　口　7,708人 〔251人〕 （－17）
　男　　3,824人 〔104人〕 （±０）
　女　　3,884人 〔147人〕 （－17）
世帯数　2,539世帯 （－９）
〔外国人のみ203世帯・混合31世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

１月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

市
大
手
町
１

－

１

－

１
）☎
０
２

７

－

２
２
６

－

３
７
０
８　

０

２
７

－

２
２
１

－

４
１
７
１　

n
a
g
u
m
o
-sh
i@
p
re
f.g
u
n
m
a
.

lg.jp

今・月・の・納・期
　固定資産税４期、国民健康保険
税９期、介護保険料６期、後期高
齢者医療保険料６期、保育料２月
分、学校給食費２月分は、２月28
日（金）が納期です。納期内納付に
ご協力ください。

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

 

の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請

時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま

で
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

申
請
方
法

　

昭
和
村
役
場
総
務
課
ま
た
は
渋

川
年
金
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免

除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
窓
口で

す

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

１
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南
内
出

石い
し

井い　

七な

菜な

ち
ゃ
ん

謙　

次

菜
津
美

さ
ん
の
子
12
月
24
日
生

吹　

張

星ほ
し

野の　

朔さ
く

人ひ
と

く
ん

勇　

介

美　

香

さ
ん
の
子
１
月
７
日
生

追　

分

金か
ね

子こ　

啓け
い

真し
ん

く
ん

祐　

介

悠　

里

さ
ん
の
子
１
月
11
日
生

根　

岸

倉
澤　

シ
ヤ
ウ
さ
ん

86
歳　

１
月
４
日
没

北　

部

長
谷
川
は
る
子
さ
ん

92
歳　

１
月
６
日
没

松
ノ
木

平　

一

橋
本　

恒
さ
ん
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日
没

松
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木

平　

二

南
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子
さ
ん

84
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１
月
13
日
没
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部

金
井　

東
美
さ
ん

79
歳　

１
月
22
日
没

生　

越

林　

り
ん
さ
ん
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歳　

１
月
24
日
没

南　

部

綿
貫　

一
光
さ
ん

91
歳　

１
月
28
日
没

池　

原

林　

よ

み
さ
ん

96
歳　

１
月
30
日
没

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール： 新成人の皆さん
　２月は道の駅のイベント情報等

をお伝えします。
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